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報を相互行為的に使用する能力 (the ability 




































































































































































































































































































































































































2 The Definition and Selection of Key 
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3 DeSeCo 本 文 (邦 訳 210 － 218 頁， 英 語 版
pp.10-15)中の小見出しから作成した。ちな
みに，「図１ DeSeCoの能力カテゴリー」で















5 カテゴリー 3-A 「大きな展望の中で活動する
能力」についてのDeSeCo本文の説明の要約
である。(邦訳217頁，英語版p.14.)
6 勝田守一「能力と発達と学習」，『勝田守一
著作集　第6巻』，国土社，1973年，54頁。
7 教育制度検討委員会 梅根悟編『日本の教育
改革を求めて』（勁草書房，1974年）は「学
校教育課程の再編成」も提起している。日教
組の教育制度検討委員会が発足するのは
1970年，勝田はその前年に亡くなっている。
1964年出版の『能力と発達と学習』の執筆
を勝田がはじめたのは1961年と考えられる。
その時点で勝田が教育課程について考えよう
としていたと推測するのは自然である。
8 城丸章夫『やさしい教育学（上）』，あゆみ
出版，1978年，213－214頁，239頁。
9 これは2006年調査以降における科学的リテ
ラシーについての定義の第４項目である。注
１に掲載した定義参照。
10 出隆『アリストテレス哲学入門』（岩波書店，
1972年）参照。
11 ジョアン・ソロモン編『科学・技術・社会
（STS）を考える』，東洋館出版社，1993年。
12 ハーバーマス『コミュニケイション的行為
の理論（上）』，未来社，1985年，72頁。
